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特発性心筋症に関する調査研究 

 
研究要旨 
本研究班は、1974年に旧厚生省特定疾患調査研究班として、特発性心筋症の疫学・病因・診断・治療を明ら
かにすべく設立され、その後約40年間継続して本領域での進歩・発展に大きく貢献してきた。本研究は、心
筋症の実態を把握し、日本循環器学会、日本心不全学会と連携し診断基準や診療ガイドラインの確立をめざ
し、研究成果を広く診療へ普及し、医療水準の向上を図ることを目的とした。研究班による全国規模での心
筋症のレジストリー、特定疾患登録システムの確立を推進準備し、心筋症をターゲットとした登録観察研究
であるサブグループ研究を開始し、登録をすすめた。また、研究成果の社会への還元として、ホームページ
公開や市民公開講座を行った 
 
 
Ａ．研究目的 
 
  非虚血性拡張型心筋症（NIDCM）患者における
心筋の線維化は、不良な予後を予測する因子の一つ
として報告されている。いっぽう、12誘導心電図に
おけるSelvester QRSスコアは、心筋梗塞患者におけ
る心筋瘢痕量を反映し、予後不良と関連するとされ
る。しかしながら、NIDCM患者におけるSelvester 
QRSスコアの予後予測能および意義に関する報告
はなく、その有用性は未だ不明であった。本研究に
おいてわれわれは、NIDCM患者におけるSelvester 
QRSスコアと予後との関連を検討し、ヒト心筋検体
におけるコラーゲン体積分画（collagen volume fra
ction: CVF）との相関を調べた。 
 
Ｂ．研究方法 
  永久的ペースメーカー植え込みあるいは心臓再
同期治療（CRT）を受けていない、連続した91例の
NIDCM患者を対象とした。NIDCM診断時における
12誘導心電図を用いて、Selvester QRSスコアを算
出した。同スコアは、独立した2人の循環器専門医
によって計算され、結果が一致しない場合は3人目
の専門医による追加評価を行った。予後追跡期間
は4.5±3.2年であった。主要評価項目としての心イ
ベントは、心臓死、心不全悪化による入院、致死
性不整脈の複合エンドポイントとして定義した。
さらに追加解析として、NIDCM診断時に右室中隔
より採取した心筋生検検体Picro-sirius Red染色標
本を用いてCVFを評価した。 
（倫理面への配慮） 
本研究の遂行にあたり、本学の生命倫理委員会

の承認を得たうえ、臨床研究倫理指針を遵守した。
患者とは個別に書面で示した研究説明書を明示し、
研究担当医師が十分に説明したうえで、文書によ
る承諾が得られた症例を対象とした。診療情報を
含めた個人情報は、連結可能匿名化を行い、直接
的に個人情報にアクセスできないよう配慮した。 
症例の登録にあたっては、個人を直接特定できる 
情報を含めていない。 
 
Ｃ．研究結果 
全対象の平均年齢は53歳、男性は66例を占めた。

ベースラインの左室駆出率は32±9％、BNP値は80 
[43－237] pg/mLであり、平均Selvester QRSスコア
は4.1 ptsであった。期間中に心イベントは20例（心
臓死1例、心不全悪化による入院16例、致死性不整

脈3例）が観察された。Cox比例ハザード分析では、
Selvester QRSスコアは心ベントの独立した予測因
子であった（ハザード比1.32; 95％信頼区間1.05-1.
67; p=0.02）。ROC曲線を用いた至適カットオフ値
は、感度85％および特異度47％である3 pts（AUC=
0.688、p=0.011）であった。Kaplan-Meier生存分析で
は、Selvester QRSスコア≧3群はSelvester QRSスコ
ア<3群よりも心イベントが高率であった（Log-rank、
p=0.007）。さらに、Selvester QRSスコアはCVFと
の有意に相関した（r=0.46、p<0.001）。 
 
Ｄ．考察 
本研究にて、Selvester QRSスコアは、(1)NIDCM

患者における心イベントの独立した予測因子であ
ること、(2)心筋線維化を反映するCVFと有意に相関
することが明らかになった。 
本研究におけるSelvester QRSスコアの最大値は1

4 pts、中央値は3 ptsであり、心筋梗塞患者を対象
としたこれまでの研究報告と異なり低値域にあっ
た。しかしながら、過去のサルコイドーシスを対象
としたQRSスコアと概ね一致しており、本研究の対
象が比較的早期のNIDCM患者（NYHA心機能分類I
～II度が85例を占める）であることも影響していた
かもしれない。われわれは、NIDCMにおけるSelve
ster QRSスコアは心臓全体の心筋および間質組織
の電気生理学的および病理学的変化を反映してい
ると考える。実際、1年後の再評価では、Selvester 
QRSスコアは変化しており、心臓リモデリングの進
行またはリバースリモデリングを伴う構造的また
は機能的変化を反映した可能性がある。 
安静12誘導心電図は、非侵襲的で再現性があり、

簡便かつ迅速にどこでも評価できる標準検査のひ
とつであり、心イベント予測における広汎な臨床応
用への可能性を有することが示唆された。 
 
E．結論 

Selvester QRSスコアは、CVFによって評価される
心筋線維化を反映し、NIDCMにおける将来の心ベ
ントを予測しうる。 
 
F．健康危険情報 
特になし 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定も含む） 
１．特許取得 
 特になし 
２．実用新案登録 
 特になし 
３．その他 
 特になし 
 

 


